
小松原団長

長 

卯月副団長

長 

村上副団長

長 

牧田広報部長 

長 

矢吹消防部長

長 

平栁警護部長

長 

川田庶務部長

長 
 

第 ３ 分 団 
小松原分団長 

 
第 ２ 分 団 
小松原分団長 

 
第 １ 分 団 
明立分団長 

 
第 ５ 分 団 
小原分団長 

   

 

 
 

 

 
第 ４ 分 団 
松本分団長 

川崎消防団幹部の紹介 

発
行
／
川
崎
消
防
団 

広
報
部 

 
 

団
長 

小
松
原 

徹 

川
崎
市
川
崎
区
南
町
20
‐
７ 

川
崎
消
防
署
内 

０
４
４
‐
２
２
３
‐
０
１
１
９ 

お問い合わせ 

川崎消防署 

予防課消防団係 

044-223-0119 

川崎消防団ニュース 

団

長

交

代

式

が
行

わ
れ
ま
し
た 

 

令
和
３
年
４
月
１７
日
（
土
）
１３
時
００
分
か
ら
消
防
局

講
堂
に
お
い
て
、
団
長
交
代
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
当
日

は
分
団
長
以
上
と
昇
任
者
の
み
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 
 

 

団
長
交
代
式
の
後
、
小
松
原
徹
団
長
よ
り
令
和
３
年

４
月
１
日
付
け
昇
任
者
へ
の
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
、
本

団
、
各
分
団
の
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

次
の
と
お
り 

新
体
制
と
な
り 

ま
し
た
の
で
ご 

紹
介
し
ま
す
。 

 

新
し
く
昇
任 

さ
れ
た
方
の
活 

躍
と
新
体
制
で 

の
躍
進
を
期
待 

し
て
い
ま
す
。 

 

第１８号 

 

第
１５
代
髙
野
好
夫
団
長
か
ら
第
１６
代
小
松
原
徹
団

長
へ
団
旗
の
引
継
ぎ
な
ど
が
行
わ
れ
、
間
宮
川
崎
消
防

署
長
よ
り
「
こ
れ
か
ら
も
消
防 

署
と
一
丸
と
な
っ
て

地
域
住
民
の
防
火
・
防
災
に
尽
力
願
う
と
と
も
に
、
小

松
原
新
団
長
の
も
と
川
崎
消
防
団
の
益
々
の
発
展
を

祈
念
し
ま
す
。」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

 

辞

令

交

付

式

挙

行 



  

 

令
和
３
年
４
月
末
現
在
、
川
崎
消

防
団
は
１
６
０
人
の
定
員
に
対
し

て
１
１
９
人
（
充
足
率

・
４
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

令
和
２
年
度
か
ら
は
機
能
別
消

防
団
員
制
度
も
始
ま
り
現
在
ま
で

に

人
の
機
能
別
団
員
が
入
団
し

ま
し
た
。 

川

田

順

警

護

部

長 
 

（現
庶
務
部
長
）藍
綬
褒
章
受
章 

令
和
２
年
春
の
褒
章
に
お
い
て
、

川
崎
消
防
団
川
田
警
護
部
長
が
、
永

き
に
わ
た
り
地
域
の
防
災
活
動
に
精

神
的
に
邁
進
さ
れ
た
御
功
績
を
た
た

え
ら
れ
、
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
防

止
の
観
点
か
ら
伝
達
式
等
は
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
市
長
挨

拶
の
際
に
は
市
長
よ
り
功
績
を
た
た

え
る
御
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

川崎消防団ニュース 第１８号 

編 

集 

後 

記 

川
崎
消
防
団
広
報
誌 

「
川
崎
消
防
団
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
第
18
号 

を
お
届
け
し
ま
す
。 

発
行
に
あ
た
り
、
御
協
力
い
た
だ
い 

た
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す 

 

発

行

責

任

者 
 

小

松

原

 

徹 

編 
 
 
 

集 
 

川

崎

消

防

団

広

報

部 

広

報

部

長 
 

牧

田

 

誠

司 

第

１

分

団 
 

鈴
木 

た
つ
江 

第

２

分

団 
 

結

城

 

文

与 

第

３

分

団 
 

土
屋 

百
合
子 

第

４

分

団 
 

中

村

 

紀

子 

第

５

分

団 
 

川
村 

久
美
子 

     
川田警護部長（当時）(左)と福田市長(右) 

 

 

５
月
２０
日
（
木
）、
消
防
局
４
階
講
堂
で

新
入
団
員
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
た
め
、
室

内
で
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
か

ら
の
新
入
団
員
３
名
の
う
ち
２
名
が
参
加

し
、
基
本
的
な
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

新
入
団
員
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た 

（
坪
井
団
員
コ
メ
ン
ト
） 

 

私
が
入
団
し
た
き
っ
か
け
は
私
が
働
く

写
真
館
の
お
客
様
に
勧
誘
さ
れ
た
か
ら
で
、

女
性
の
団
員
も
多
く
、
色
々
質
問
な
ど
も
し

や
す
い
環
境
で
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。 

研
修
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
早
く
仕
事
を
覚

え
、
地
域
の
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。 

   
 

（
藤
原
団
員
コ
メ
ン
ト
） 

 

４
月
１０
日
に
入
団
し
た
藤
原
と
申
し
ま

す
。 

 

皆
さ
ん
と
訓
練
さ
せ
て
頂
き
、
整
列
の
一

つ
に
も
緊
張
感
が
あ
り
、
一
人
の
呼
吸
の
乱

れ
が
、
災
害
現
場
で
は
足
手
ま
と
い
に
な
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
少
し
で
も
地
域
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
活
動
に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。 

 
 

 
 
 

 水

防

訓
練

を
実

施
し
ま

し
た 

小沼団員 

藤原団員 

坪井団員 

第
２
分
団 

新
入
団
員
紹
介 

 

６
月
１２
日
（
土
）
に
川
崎
消
防
署
に
お

い
て
水
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
防
止
の
観
点
か
ら
、
各
分
団
２
名
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
訓
練
に
参
加
し

た
団
員
か
ら
教
授
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
か

ら
の
出
水
期
に
備
え
、
万
全
の
体
制
を
取

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

土のう作成 

消
防
団
員
募
集 

全
国
統
一
防
火
標
語 

「お
う
ち
時
間 

家
族
で
点
検 

火
の
始
末
」 

２
０
２
１
年
度 


